
学校名 北海道留辺蘂高等学校

■学校教育目標

5 名

【自己評価の適切さ】

１　育成を目指す資質・能力に関する方針 Ａ　適切な評価である

Ｂ　ほぼ適切な評価である

Ｃ　やや不適切な評価である

Ｄ　不適切な評価である

【改善に向けた取組の適切さ】

２　指導上の重点事項 Ａ　十分な効果が期待できる

Ｂ　ほぼ十分な効果が期待できる

Ｃ　あまり効果が期待できない

Ｄ　全く効果は期待できない

３　自己評価結果及び学校関係者評価【Ａ：十分である　Ｂ：おおむね十分である　Ｃ：やや不十分である　Ｄ：不十分である】

分掌等での次年度方策

1 基礎学習の発
展充実

①基礎学力向上を目指した基礎学習等
の取組を継続し、より充実させる。 Ｂ Ｂ

■進学や就職という具体的な目標と
関連付けながら、生徒の学習意欲を
高める。

Ｂ Ｂ

2 コミュニケー
ション能力の獲
得を目指した学
習活動の展開

②各教科、分掌、年次等様々な立場か
ら学習の動機づけに積極的に努め、基
礎的学習・発展的学習への意欲喚起を
図る。

Ｂ Ｂ
■ＳＳＴや探究活動等を通して、協
働的な学びの場面を多く設定するこ
とで、生徒の学びを深めていく。

Ｂ Ｂ

3 SDGsを基軸と
して主体的に学
ぶ指導の充実

③キャリア教育やSDGsの理念を十分に
理解し、それらに基づく授業を組織
的、体系的に実践する。

Ｂ Ｂ
■授業の中でSDGsアイコンを活用す
るなど、授業との結びつきが分かる
ような工夫を行う。

Ｂ Ｂ

4 評価方法の工
夫、改善

④教科・科目で生徒のどのような力を
伸ばそうとするのかをより明確にした
指導と観点別評価を推進する。各教科
毎に見直し、改善を図るとともに全体
で共有する。

Ｂ Ｂ

■日頃から授業での成果と課題を意
識し、授業改善に努める。また、各
教科での指導や観点別評価につい
て、教員間で情報交換を行う。

Ｂ Ｂ

5 生きる力とし
ての学力の獲得

⑤全教職員が共通して、生徒が安心し
て学習に取り組むことのできる授業を
行う。

Ａ Ｂ
■授業規律の徹底を教員が再確認
し、授業に臨むよう心がける。 Ａ Ｂ

１ 高校生として
の自覚ある基本
的生活習慣の確
立

①全教職員が気持ちの良い挨拶の励行
や、生徒の基本的生活習慣の確立に向
けた指導を継続して行う。

Ａ Ｂ

■全教職員が気持ちの良い挨拶を継続して行
う。
■基本的生活習慣の確立のために、普段から
指導するだけでなく、必要に応じて保護者と
の連携を図る。

Ａ Ｂ

2 いじめ根絶を
目指した心の教
育の充実

②組織的にいじめの未然防止に努める
とともに、アンケートや生徒との対話
によるいじめに関する情報収集に努め
る。

Ａ Ａ

■全教職員が日常の生徒の会話や表
情等の観察に努め、職員間で生徒の
情報交換を密に行い、いじめの未然
防止に努める。

Ａ Ａ

3 通級指導等、
特別支援教育に
係る研修の充実

③効果的な支援ができるよう、外部機
関とのより一層の連携を図り、教職員
が知識理解を深められるよう校内研修
を充実させる。

Ａ Ｂ

■外部の専門機関や保護者と連携しながら、効果的
な支援ができるように努める。職員間の情報共有を
密に行う。
■教員が知識・理解を深められるよう校内外での研
修を今後も継続する。

Ａ Ａ

4 高校生として
の規範意識の涵
養を図る

④全教職員が「生徒理解」と「進路指
導」を指導の柱とするゆるぎない信念
と共通　実践のもと、生徒の自律の心
や社会で自立し共生できる力を育む指
導を行う。

Ａ Ｂ

■生徒が卒業後の社会の中で自立し
共生できるよう、学校生活の中で公
共の場でのふるまいについて指導を
行う。

Ａ Ａ

1 総合学科の特色
とSDGs理念に基づ
いた特色あるキャ
リア教育の推進

①これまで実践してきたキャリアプロ
グラムの内容を精査し、さらに充実し
たプログラムの構築を図る。

Ｂ Ｂ
■探究活動等を通して、自分の将来と学
校での学びを結びつけられるような学習
活動を展開する。

Ｂ Ｂ

②生徒一人ひとりの進路目標の実現に
向け、個別のニーズに応じた指導計画
を立て、教職員が一丸となって指導・
支援する体制を作る。

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

③早い段階から、自己実現に向け積極
的に自分を高めようとする姿勢を育て
る。

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

3 グローバルな
視野を育て、共
生社会の実現を
意識付ける

④全職員が当事者意識を持って得意分
野を生かすことで、学校及び地域の人
材や施設を活用した効果的な教育活動
を実践する。

Ａ Ａ
■地域の人材や教員個々の能力を十分に
発揮できるような教育活動を、次年度も
継続して行っていく。

Ａ Ａ

（３）自己に与えられた役割を理解し、責任を持って果たす実践力

学校関係者の意見

令和６年度　学校評価書
学校関係者

学校評議員

　　　　     　　A（4.0～3.5）、B（3.4～2.5）、C（2.4～1.5）、D（1.4～1.0） ※Ａ＝４　Ｂ＝３　Ｃ＝２　Ｄ＝１で換算

自己評価

優れた教育機会を提供し、社会で自立し共生する力を育む

（１）基本的生活習慣を確立し、健康・安全で活力ある生活を送る基礎力

（２）学ぶことや働くことの意義を理解し、自ら学び考える探究力

学校関係者の意見

○個々の生徒とのかかわりを大事にし、日頃から生徒-担任の文章等をつうじたやりとりも大事にして欲しい。

○アンケートからも、生徒の規律が良くなっている事が評価できる。

○生徒が楽しく学校生活を送っているように思いますので、とても良いです。社会人として基礎となる行動が出来る様になっていれば、尚良しだ

と思います。

（４）自己や他者のかけがえのなさを理解し、協働して課題の解決を図る人間力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
活
動

学
習
指
導

学校関係者の意見

○授業の中で生徒の疑問や発言をいかした授業の充実をはかる。

○１時間の授業の自己評価を生かすことを大事にしていく。

○デジタルを使用したよさと弱点を考えた授業づくり。

○社会に出ても困らない為にも基礎学力だけはしっかりと学ばせて欲しい。

○生徒１人ひとりにあわせ、多くの科目を少人数でやりくりをしているかと思うと先生方の努力なしでは達成するのが大変な状況で、指導していると思うとすばら

しい事です。

領域
重点
事項

目標達成のための評価の観点

学校関係者評価

（２）総合学科の特色を生かし、主体性を育む指導の充実を図る。

達成状況 改善・充実の方策
自己評価の

適切さ
改善に向けた
取組の適切さ

今年度の目標
取組の
適切さ

進
路
指
導

2 生徒の実態に
応じた進路指導
の体制構築

■生徒と積極的にコミュニケーショ
ンをとることで、個々のニーズに合
わせた進路指導を行い、進路実現を
目指す。

生
徒
指
導

○自分は○○を大事にした人生を。それには○○進路がある。その上で具体的に話しあい、体験が必要では。

○校舎外でもきちんと挨拶ができる生徒が多い。

○社会及び職業を知る上でインターンシップは重要であり進路決定時には効果的だと思います。

○総合学科だから出来る事をフル活用しているのがとても良いと思います。

（３）教育活動全体を通してSDGsの視点を取り入れ、教科の枠を越えた指導の充実を図る。

（４）他者を尊重し、協力・協働しながら課題を解決する能力の育成を図る。

（５）「地域の学校」として各機関との連携を強化し、自己有用感・達成感の向上を図る。

（６）ダイバーシティ留辺蘂高校として職員の英知を集結した学校経営を図る。

（１）基礎的・基本的な学力の確実な定着を図る。



１ 生徒理解の深
化を図るため、
より人間的な触
れあいの充実

①生徒理解ツール等の効果的活用に努め、
全教職員が生徒の特性や悩みについて情報
を共有し、カウンセリングマインドを重視
した関わりを日常的に行う。（アセス、
「ほっと」の計画的実施、面談カルテの活
用）

Ａ Ｂ

■来年度も、年に２回の「生徒面談
週間」で生徒の悩みや不安について
聞いていく。 Ａ Ａ

②生徒自身が自己の生活習慣を振り返
る機会を設け、健康で安全な生活を送
ろうとする姿勢を育む。（生活点検表
の計画的実施とふりかえり）

Ａ Ａ

■生活点検表を計画的に行うことで
得られた情報をもとにＨＲで全体指
導・個別指導を行っていく。 Ａ Ａ

③ＡＩとの関わり方や情報モラルに関
する生徒の意識向上を図るため、外部
講師の活用及び指導内容の可視化の工
夫・改善を図り、生きる力の育成を推
進する。

Ｂ Ｂ

■各教科での指導や外部講師による
講演、生徒会による啓蒙活動を今後
も継続的に行っていく。 Ｂ Ｂ

3 つながりを深
め、生徒相互に
安心で安全で豊
かな生活の提供

④地域との共生を意識して、部活動、
クリーン作戦やボランティア活動など
地域とつながる機会を大切にする。

Ａ Ａ

■生徒が地域との共生を意識できる
ようクリーン作戦を今後も継続して
いく。 Ａ Ａ

4 伝染病の予
防、蔓延防止に
家庭や地域と連
携を深める

⑤感染症対策として正確な情報収集と
発信、速やかな行動を行う。 Ａ Ａ

■感染症対策の速やかな対応のた
め、予防方法などの情報発信と情報
収集を行う。 Ａ Ａ

①学校の特色をより広くＰＲできるよう、
広報の時期や方法、ＨＰを工夫する。 Ａ Ａ Ａ Ａ

②地域の施設や学校との連携を行い、更な
る内容充実に向けた検討をする。 Ａ Ａ Ａ Ａ

2 地域の教育力
の活用と連携の
強化

③「伝えるべき」情報の提供にとどま
らず、保護者にとって「知りたい」情
報の発信に努める。

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

3 保護者の知り
たい情報を把握
するための具体
策を立てる

④定期的・日常的な面談を可能な限り
増やし、情報交換を通して互いの信頼
関係の構築に努める。

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

4 地域との信頼
関係に基づいた
開かれた学校を
目指す

⑤連携先との連携内容の充実に向けた
協議・検討を重ね、今後の教育活動の
見通しに役立てる。

Ａ Ａ
■授業や行事などで、地域の方々の
協力を仰ぎながら、教育活動を進め
ていく。

Ａ Ａ

1 組織全体の協
働体制を大切し
た業務に専念す
る

地域と連携した活動は充分に評価す
る。 Ｂ Ｂ

■地域の方々と教職員で連携を図
り、生徒のニーズに合わせた探究活
動を推進していく。 Ｂ Ｂ

②各分掌・年次の計画に加え、教科・
個人の計画と学校評価を一体化させ、
ＰＤＣＡサイクルを意識した教育活動
を行う。

Ａ Ｂ

■互いにＰＤＣＡサイクルを意識し
て教育活動ができるように教育活動
を進めていく。 Ａ Ｂ

③報告･連絡･相談を密に協働性を高
め、全職員が超過勤務月45時間以内に
する。

Ａ Ｂ Ａ Ａ

④学校のガイドラインと個の多様性を
認めることの両立を図る実践知を集積
する。

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

1 各種研修への
積極的参加によ
り自己の資質向
上を図る

①課題解決や教員個々のキャリア形成
を目指し、積極的教育活動を展開す
る。

Ｂ Ｂ
■キャリア部を中心に研修計画を作
成し、教員の資質向上を図ってい
く。

Ｂ Ｂ

2 各種法規・法
令の研究

②学校課題に沿った校内研修テーマを
設定し、その内容・方法の充実を図
る。

Ｂ Ｂ
■学校課題を明確化し、それを解決
していく校内研修を行っていく。 Ｂ Ｂ

3 相互牽制力活
用

③服務規律に関する情報提供と研修を
行うとともに、組織の相互牽制を十分
に機能させる。

Ａ Ａ
■日頃より服務規律を遵守する雰囲
気づくりを意識し、事例等を発信
し、啓発していく。

Ａ Ａ

4 計画的業務推
進

④一人一人が自身の働き方を見直すと
ともに、適切な業務計画を立て組織全
体で勤務時間縮減に向けた取り組みを
継続する。

Ｂ Ａ

■業務のスクラップアンドビルドを
推進したり、個々の業務のやり方を
常に見直し、勤務時間の削減に努め
る。

Ｂ Ａ

４　自由記載欄
○次年度は留高にとって最後の年。最後をしめくくるにふさわしい取組を期待しています。

○近年の総合学科発表会に参加して感じる事は、その内容が年々充実し質の高い発表となってきており、生徒の１年１年の成長が感じられます。また、生徒や保護者のアンケートからも、規律を以て生徒たちが嬉々

として学校生活を送っている事も伺う事ができました。これらの背景には。教職員の皆さまの熱意と指導力とご苦労がある事を忘れてはなりません。閉校まで残すところあと１年となってきましたが、教職員の皆さ

まにおかれましては、これまで同様、来年度３年生になる生徒が胸を張り有終の美を飾って卒業できますよう心からお願いいたします。

○校長先生をはじめ諸先生方、私が見ている限り、後１年で閉校する留辺蘂高校、一生懸命頑張っている姿に感謝致します。最後、実のある１年になる事を祈っております。

○生徒の中には閉校という事でモチベーションが下がる事も考えられるので、より一層のフォローアップをお願いします。

○ＳＮＳやネットでの問題の指導をお願いします。例えば「ＡＩはすべては解決できない」「ネットにあふれる情報を鵜呑みにはしない」「正しい事を正しいと主張しても必ずしも全員の人が受け入れるわけではな

い」等々を取り上げて話したらどうでしょうか。

○残り一年となり、さみしさもあるのですが、最後の卒業生を出すまで頑張って下さい！留高に来て良かったと思える一年であってほしいです。

健
康
・
安
全
指
導

2 自己の健康を
尊重した生活習
慣の確立

学校関係者の意見
○デジタルのよさと問題点をつねに自覚できるとりくみを。

○クリーン作戦やボランティア活動で地域貢献につながっているので、今年最後の１年も継続していただきたい。

○学校と地域のつながりを大切にしているのはすばらしいと思います。ＡＩや情報の取り扱いは非常に難しさを感じるので大変だと思います。

■ホームページや道教委のnoteを使
用し、学校の情報を積極的に配信し
ていく。

学
校
運
営

保
護
者
・
地
域
・
大
学
等
と
の
連
携

1 より積極的な
広報活動の推進

学校関係者の意見

組
織
運
営

2 各人の教育に
対する「思い」
が活かされた組
織マネジメント
の推進

学校関係者の意見

○超勤時間をまもられていることは大事なこと。

○自由な時間を自分のために有効活用を。

○教員の皆様方には、心身共に、健康でストレスなく働いて欲しい。

○地域の力もかりて、学校のみではなく地域も組織に係り、より良くしていくと良いと思います。

■「学校だより」や「学級通信」、
「ホームページ」の内容を精選し、
発信していく。

■特定の教員に業務が偏らないよう
に、校務分掌を平準化し、超過勤務
時間の削減を図る。

教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
等

学校関係者の意見
○色々な違いがある教職員がそれぞれの持ち味を生かして、いかにとりくむことがさらに大事では。

○本年度、少ない教員の中で校内研修等を充実させていただいた。研修内容を生徒に還元していただきたい。

○先生方の動き方が良い方向にいっているのであれば、良いと思うし、生徒との距離の近さは留高の良さでもあると思うので、ほんとに良いと思います。

○地域の人材活用をもっと積極的に。

○福祉やインターンシップ等、地域と連携した活動は充分に評価する。

○生徒の小さな行動の変化等を見過ごさず、教員と保護者の連絡を密にして対応していただきたい。

○知りたい→全て知らせるではないとも思うので、限度はあると思うし、伝えるべき事を伝えるべき人に伝わっているのであれば、おおむね大丈夫なのでは。


